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平成 年度八戸大学・八戸短期大学学
位記授与式が 月 日 、光星学院総合
体育館において挙行され、卒業生に学位
記が授与された。
今年度の卒業生は大学ビジネス学部ビ
ジネス学科 名、人間健康学部人間健康

学科 名、短大幼児保育学科 名、ライ
フデザイン学科 名一人ひとりに学位記
が授与された。学位記授与に続き、理事
長賞など名誉の紹介を行い、八戸大学・
八戸短期大学を代表して鈴木宏一学長の
式辞、中村覺理事長の挨拶、小林眞市長

の祝辞が述べられた後、卒業生代表謝辞
が述べられた。卒業生代表謝辞では、八
戸大学ビジネス学部ビジネス学科の大村
晃弘さん、八戸短期大学幼児保育学科の
工藤ゆかりさんが謝辞を述べた。
その後、卒業記念品の紹介が行われ、
最後に学歌と式歌を卒業生および八戸短
期大学在学生が斉唱し、学位記授与式は
終了した。その後は、卒業生と教職員が
共に記念撮影を行い、和やかな雰囲気に
包まれた。

平成 年度八戸大学・八戸短期大学入
学式が 月 日 、八戸市公会堂にて挙
行され、八戸大学新入学生 名（ビジ
ネス学部 名、人間健康学部 名）と編
入学生 名（大学編入学）、八戸短期大
学入学生 名（幼児保育学科 名、ラ
イフデザイン学科 名、看護学科 名）
の入学が許可され、学生としての第一歩
を踏み出した。
入学式では、八戸大学・八戸短期大学
を代表して蛇口浩敬学長の式辞、中村覺
理事長の挨拶、小林眞市長の祝辞が述べ
られた後、八戸短期大学附属聖アンナ幼

稚園の園児や八戸大学・八
戸短期大学の在学生による
歓迎の言葉が贈られ、新入
生を代表してビジネス学部
の 田大介さん（三沢商業
高校出身）による入学生宣
誓が行われた。
最後に八戸短期大学在学
生による式歌 ハレルヤ
が斉唱され、式は終了した。
式終了後には、八戸大学お
よび八戸短期大学の学歌が
それぞれ披露された。



八戸大学・八戸短期大学は、カトリッ
ク精神に則る道徳教育を施し、高潔なる
人格の形成を期し、現代社会が要請する
有為の人材を育成することを建学の精神
とする。

大学 の文字を、
神に対する敬愛の心を
象徴する しゅろの葉 で囲んだもので
ある。
しゅろは、高いことが神の知恵に、ま

た、常緑の葉、美味なる果実、長生の故
に義人にたとえられ、木の弾力性から勝
利を表すものとし、キリストがエルサレ
ムに都入りしたとき、群衆が しゅろの
葉 を手にし、ホザンナを連呼して盛ん
に迎え入れたと伝えられている。

第 回八戸大学 ワークショップ

が平成 年 月 日 、八戸大学 号館

教室を会場に大学・短大の教員 名

が集まり、開催された。

学内においての ワークショップの

開催は 回目であり、また八戸短期大学

と初めての合同開催で、各グループ ・

名で グループが編成された。

当初は戸惑いも見られたが、今回テー

マに 学生の立場を考えた役に立つシラ

バスとは何か 学生の講義参加意欲向上

のためのシラバス作り を設定したこ

ともあり、各グループとも活発な討論が

分間にわたり行われた。その後、各グ

ループが順に発表し、質疑でも活発な意

見交換が行われた。

最後に、今回の ワークショップに

対するポストアンケートを記入しても

らったところ、テーマに対する関心が高

く、教員間の交流にもなり、参加して良

かったとの回答が多くよせられた。



が多いですが、先輩の先生方からたく

さん学び、一人前の先生になれるよう

頑張りたいです。

親がほたての養殖業をやっている

ので、休日は船に乗って気分転換して

います。

社会人になってからは仕事に追わ

れ、なかなか自分のしたいことができ

なくなります。在学中は、自由が利く

ので、自分のやりたいことを沢山みつ

けていろんなことにチャレンジしてく

ださい。経験したことは、社会で役に

立つでしょう。がんばってください。

平内高等学校出身・八戸大学商学部
卒（ 回生）。県立高校の事務を経
験したのち平成 年度より野辺地高
等学校の非常勤講師となる。

技術に興味があり、空き時間

はいつも友人と総合研究所で サイ

ト作りや画像処理の勉強していました。

そんな友人達とサークルを立ち上げ、企

業の サイト作りに没頭したことが

思い出です。当時の友人とは今でも連絡

をとりあっています。

もともとコンピュータを扱うことが

好きだったので、人へ教える機会が多

かったです。大学の紹介で教育活動支援

員を経験させてもらったことが先生を目

指すきっかけでした。まだ授業の補助役

月 日 日、パソコン教室
入門講座 が開催された。パソコ

ン教室は、総合研究所と財団法人高度技
術振興センターが共催で実施しているも
ので、これまで文書作成ソフトや表計算
ソフトなどを取りあげてきた。今回は、
開催要望が増えてきている、プレゼン
テーションソフト（

）の入門講座である。
日間に渡り実施されたパソコン教室

には、初めてプレゼンテーションソフト
を利用する受講者 名が集まった。 日
目は、自己紹介のスライド資料を作成し
ながら の基本操

作とスライド作成の
基礎を確認。最後に
一人ずつ演者となり
プレゼンテーション
を行った。 日目は、
企業紹介スライドを
作成。実際の企業写
真やパンフレット等
のデータを加工し、
受講者それぞれのス
ライド資料を完成さ
せ、 日目同様プレ
ゼンテーションの実
践を行った。

月 日、 教育研修
会 が
開催された。 教育研修会
は、八戸地域の コミュニ
ティ作りを目指し、平成 年
より始まったもので今回 回
目。
研修会は、村本卓 総合研
究所副所長 の挨拶で始まり、
最新技術やネットモラルなど
セッションにより進行。そ
れぞれ講演を行った後、参加
者との質疑応答が行われた。

研修会終了後の情報交換会では、普段の
授業での悩みや問題を共有、情報教育へ
の理解と交流を深めた。

の全貌
（講師 マイクロソフト株式会社

東北支店 曾田直弘 氏）

地デジ最新情報とテレビ業界の動向
（講師 株式会社八戸テレビ放送

企画管理部 江刺尚人 氏）

ネットいじめの現状とその対策
（講師 株式会社ビジネスサービス

インターネット事業部
小山康輝 氏）



公開講座は人間健康学部の重要な事業
の一つです。この公開講座実施の推進力
となっているのは本学部の地域共同研究
です。今回、このようなプロジェクトの
成果の一端が披露されました。平成 年
月 日 午後に、本学総合研究所の協

力を得て八戸商工会館を会場として開催
しました。司会は遠藤守人教授です。地
域の健康力アップを目指した本講座の
テーマは、 三八地区における健康影響
の近未来予測 でした。個別テーマは以
下のとおりです。
．都道府県及び市町村の各種の福祉計
画について（石川 彪）

．介護従事者が考える介護労働の価値
（篠崎良勝）
．大学生による高齢者支援の効果（小
幡佐久子）
．八戸民俗芸能 えんぶり 囃子の心
理学的効果（畑山俊輝・深澤伸幸・金
地美知彦）
．積雪寒冷地における健康・体力づく
りについて（三本木 温）

ました。盛会であった裏には健康志向の
高まりがあるようです。来場者のコメン
トには、 先生方の研究の概要がわかり
おもしろかった もっとお話を聞きた
い先生もおり、また開催して欲しい な
どがありました。今後ともこのような皆
さんのご期待に応えられるよう努めてい
きたいと思っております。

八戸大学・八戸短期大学教育・研究・
社会貢献後援会（会長 橋本昭一八戸商
工会議所会頭）と総合研究所共催による
八戸地域医療セミナー が、平成 年
月 日に八戸第 ワシントンホテルで

開催された。
セミナーは、社会貢献後援会と総合研
究所が年に 度開催しており、今年度は
看護学科の開設などもあり、非常勤講師
の派遣などで交流があり青森県とも関係

が深い、聖マリアンナ医科大学理事長・
学長の明石勝也先生が 地域医療の一層
の発展のために と題し講演。
明石理事長は、病院勤務医の不足や地
方の医師不足など、医療現場の抱えてい
る問題に対する、聖マリアンナ医科大学
での取り組みの紹介の他、 日本一の医
師たちを青森で育てる ための提言を行
いました。
講演終了後は、総合研究所の蛇口所長

．八戸市の子ども
は運動不足？（三
島隆章）
．青森県の保育所
におけるアレル
ギーの実態につい
て（瀧澤 透）
．八戸地区住民の
疾病および死因に
ついて（吉田 稔）
当日の来場者数は
名で、多様な年齢
層の参加者の中には
行政や施設の職員の
方も多く見うけられ

（当時）を進行役に、明石理事長との意
見交換会を開催。
八戸市医師会の村上壽治会長をはじめ
とする医師や病院関係者、行政関係者、
施設の設置者などから活発な意見表明が
されました。
セミナーには、八戸短大看護学科の学
生や八戸大人間健康学部の学生も参加し、
熱心にメモをとっていました。
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平成 年 月 日八戸グランドホテル

にて、八戸大学・八戸短期大学総合研究

所 スポーツ・健康科学研究会の公開セ

ミナー 加藤三彦氏によるバスケット

ボール講演会 が八戸大学創立 周年プ

レイベントとして、 様のご

協力のもと開催された。

当日は寒さ厳しい中、市内外の学生や

教員・指導者など約 名が参加した。

始めに主催者を代表して、八戸大学・

八戸短期大学総合研究所 スポーツ・健

康科学研究会代表の三本木 温 八戸大

学人間健康学部准教授が挨拶し、講師の

加藤 三彦氏を紹介、加藤氏は これか

らの指導者に求められるもの と題し、

時代（社会）・選手が指導者（コーチ）

に要求していること・コーチングとは・

勝つための条件など 項目にわたって力

強く語った。参加者は熱心にメモを取り

月から学生サークル が

出演するラジオ番組がスタートした。

は、 年 月から 八大生・

八短生が作る番組 ハチバン！ （八戸

テレビ放送コミュニティチャンネルにて

放送中）を自主制作している。

今回スタートしたラジオ番組は、

の“はっちゃけ大作戦！”。

毎回メンバーにミッションが与えられ、

次回放送までにミッションを決行し、結

果報告をするというもの。コミュニティ

放送局 にて毎週放送さ

れている。奮闘結果は放送で。

番組制作に取り組む一方で、本学軽音

楽部とのチャリティーライブ運営にも力

を入れている。第 回目のライブは 月

日、田子町（代表西村祐哉さんの出身

地）の多目的ホール タプコピアンプラ

ザ にて開催された。軽音楽部の他、田

子町の高校生バンドや社会人バンドも出

演。 は司会役と運営を担当し

た。入場料は、来場者自ら決定し支払う

仕組みとし、収益金の一部は田子町の社

会福祉協議会や田子高校郷土芸能部の全

国大会遠征費へ充てられた。今後は定期

的な開催を目指している。

加藤氏を囲み意見交換するなど、有意義

な講演会となった。

ながら、加藤氏

のコーチング哲

学に聞き入って

いた。

最後に 頑

張っている選手

がさらに成長で

きるように支援

してほしい、

コーチングの勉

強で自分自身を

成長させてほし

い と加藤氏は

参加者に伝えた。

講演終了後も



ミニ・オペレッタは、幼児の行う小歌
劇という意味で、大人の歌劇と根本的に
違う点は、集団と集団の歌の対話により
劇が進行して行く総合芸術表現という点
である。保育士を育てる養成校として学
生達が自信を持って職場で活躍出来る
“技術・能力”を身に付ける事を願って
平成 年度から実施し、今年も 月に八
戸市公会堂で発表会を実施した。
学生達は全てにおいて工夫を凝らし、

手作りから仕上げまでの実践活動を行っ
ている。これらが 子供達に受け入れら
れるか、また、 職場にて胸を張って働
けるか、 技術・技能の基礎はこの指導
で大丈夫なのか、さらには、 総合芸術
としての専門知識・理解力・認識はある
か等々学生達は検討しながら、身体から
漲る表現・演出を模索しつつ実践し発表
会した。幸いにも八戸短期大学附属幼稚
園をはじめ聖アンナ幼稚園、びわの幼稚

園、第二しののめ幼稚園が私どもの力強
い実践の場となっており、学生達の行動、
表現力に大きな力が加わり、自信に満ち
た和がひとつになり力強いエネルギーを
発揮することができた。そして、子ども
達に受け入れられた達成感・満足感に
よって、ようやく保育士としての自覚・
風格が備わってきたように感じられた。

平成 年 月 日 八戸大学会館にお
いて、八戸短期大学幼児保育学科による
ゼミナール研究発表会が開催された。ゼ
ミナールは、 名前後の少人数で行って
おり、研究テーマは 手遊び・お遊戯 教

なり、そして自信にもつながっているよ
うである。

材作成と事例検討 青森県の肥満傾向
児について 保育における運動遊びから
対策を考える など、中
身が濃く多彩なテーマの研
究発表が行われた。このゼ
ミナール研究発表会は約
年半にわたる研究活動とし
ての集大成の場として位置
付けられ、学生たちは、今
まで一緒に研究をしてきた
仲間と気持ちを一つにし、
楽しく元気に発表していた。
学生全員の前で行う発表
は、学生たちの良い経験と



月 日 に第 回はちのへ子ども
フェスタが開催された。はちのへ子ども
フェスタは、次世代を担う子ども達が、
家族の絆や地域の温かい見守りの中で、
遊びや仲間づくり、体験活動・各種の文

化・芸術活動などを通して、豊かな心を
育むことを狙いとし、はちのへ子ども
フェスタ実行委員会が主催となり、八戸
市教育委員会、八戸市公会堂が共催とな
り行っている。このはちのへ子どもフェ

スタに本学の学生がボランティアスタッ
フとして毎年参加している。
この日の会場は、八戸市公民館全館、
八戸市文化ホール、八戸市公会堂の 会
場で開催され、約 名もの来場者でた
くさんの家族連れで賑わっていた。ボラ
ンティアスタッフとして参加した学生は、
エプロンシアターの実演、子ども百貨店
で子どもの対応、総合案内や各団体ブー
スでの手伝いに大忙し。多くの方々と触
れ合うことができ、貴重な時間を過ごす
ことができたようである。

月 日 日 泊 日の 日間、
十和田市の奥入瀬渓流ホテルにて新入生
宿泊研修が行われた。この合宿を通じて、
新入生相互ならびに教職員・リーダー学
生との親睦を図るとともに、八戸短期大
学学生としての学生生活及び学修の方向
付けを身につけるという二つを目的とし、
今年で 回目の開催となった。

日目はエンカウンター、学科研修、
学生会歓迎セレモニーが行われた。エン
カウンターでは、外崎学長補佐にご指導
いただき、リーダー学生が中心となって、
ジャンケン列車 自己紹介と他己紹介

アイスブレーキング 人間知恵の輪
など 種類を実施し、他者と協力し合い
自分を表現することで、より深いコミュ
ニケーションを体験できたようである。
エンカウンター終了後は自由時間と称し
て、奥入瀬の大自然を散策したり仲間と
のコミュニケーションを楽しんだり、リ
フレッシュできる企画が今年度から設け
られ、各々で自由時間を有効に活用して
いた。
学科研修は、各学科オリジナルな内容
が企画され学科内の親睦が図れたようで
あった。

日目は学歌指導と流し踊り実技指導
が行われた。学歌指導では音楽担当教員
が中心となり、リーダー学生が補助につ
き指導にあたった。流し踊りでは、八戸
小唄流し踊りの 視聴を終えた後、
リーダー学生が中心となり体育担当教員
が補助について新入生の指導を行い、
月の本番に向けた練習ができた。
日間のプログラムを無事に終えた新

入生たちには、入学時からの緊張を緩和
させ、新たな仲間と共に希望に満ちた充
実した短大生活を送って欲しいものであ
る。



自動車科では、三月に 年生を対象と
して、小型移動式クレーン講習を実施し
ました。
全三日間の日程で、学科講習二日間の
後、三日目は実技講習です。
学科講習ではテキストを用い、 小型

移動式クレーンに関する知識 原動機
および電気に関する知識 運転に必要
な力学に関する知識 のほかに、ワイヤ
ロープ・運転の合図・労働災害事例・関
係法令などを学びました。
初めて耳にする言葉や数値を覚えなけ
ればならないため大変ですが、学生は皆、
資格取得のため講師の話に真剣に耳を傾
けていました。
最終日の実技講習では、大雪の降りし

きる悪天候の中、実
際に一人ずつクレー
ンを操作して荷物を
移動させ、目標に下
ろす操作方法を身体
で覚えました。
そして、最後の実
技試験では全員が合
格し、資格を得るこ
とができました。
今後もこのような
資格取得の機会を大
事にし、就職へ向け
てスキルアップを図
りたいと思います。

去る 月 日に卒業生と在校生との学
生支援懇談会が専攻科で行われた。
目的は青森県の介護福祉士の人材確保

後・ 年後・ 年後の将来像 について
ワークをし、全体発表した後に質疑応答
が盛んに行われた。
お弁当を一緒に食べ、午後は在校生に
よる学生生活の映像に懐かしいと言う声
があったり、よさこいの踊り・ゲームに
歓声が上がり大いに盛り上がった。
在校生の感想は、先輩のアドバイスを
適宜受けて卒業後のイメージができ、ま
た、 年生は卒業直前の不安軽減や疑問
が解けたようで、他職種との連携のあり
方の実際、先輩の進学に自分も進学しよ
うと心に決めたり、働いてからも常に勉
強だと実感したという事でした。
年生は何事も基本が大切だという事、

自分を変えて生きたい、今日描いた自分
を実現できるように頑張りたい等であっ
た。
卒業生の感想としてはリフレッシュが
できた、幾分マンネリ化していた仕事を
初心に戻って考えられて良かった等でし
た。
卒業後の人生を逞しく、弛まない努力
をしている事が凛とした態度に表れてい
た。
介護現場で働く卒業生と道を志す在校
生が一同に会し、懇談を持つことの成果
は期待以上のものであった。
今後も機会を設けたいと考えた一日で
あった。

の一環で学生の介護職への意欲を高め即
戦力の人材の輩出である。
卒業生 名、在校生 名であったが、
卒業生・在校生相互に刺激された様
だった。
第 回生の和田吉彦さんと 年生

の鶴ヶ崎修子さん、 年生の高淵美
沙都さんで懇談会の企画を練ったが、
終始一貫して卒業後和田さんが研鑽
を積まれた様子が伺えた。
当日は懐かしい面々が揃い、山西
副校長の挨拶に始まった。
午前中は卒業生と在校生が一緒の
小グループとなり、 年後・ 年



学生に対する就職ガイダンスの一環と
して 月 日 、八戸大学学生会館の
階会議室において、光星学院高等学校専

攻科自動車科 学年（ 名）を対象に企
業説明会を実施しました。
参加企業数は県内外合わせ 社、各社

ご多忙中にもかかわらず参加していただ
き、盛大に開催することができました。
本校としてはこの時期に説明会を実施
するのは今回が初めてであり、今年度と
しては 回目となります。（ 回目は
学年を対象に 年 月に実施済）
学年の学生達が企業の方々と面談す

るのは初めてのため、最初は緊張ぎみに
聞いていた学生達も時間が経つにつれ和
やかな雰囲気となり、会社の概要や仕事
内容について様々な質問をしたりして、
月から始まる就職試験に備える真剣な
姿が見受けられました。
今回、学生間から全般的に内容の有る
充実したものであったとの声があり、こ
の説明会は就職に向けての意識が高揚す
るとともに、たいへん有意義な就職ガイ
ダンスとなりました。

専攻科学生会の同好会のうち、今回は
スノーボード同好会 の活動を紹介し

ます。
年度は自動車科 年生が 名、介護

福祉科 年生が 名および自動車科 年
生が 名の合計 名で活動しました。
活動は、積雪が充分な時期に限られる
ため、 月からの実施ですが、この時期
は、自動車科の 年生は国家試験に向け
て、介護福祉科の 年生は全国共通模試
や研究発表などで忙しくなる時期でもあ
ります。

そのため、なかなか調整がつかず、
月に奥中山高原スキー場に出かけたのみ
となりました。
それでも学生たちは皆、残り少ない学
生生活を楽しもうと、寒さや疲れも気に
せず時間いっぱいスノーボードを満喫し
てきました。
競技目的の同好会ではないため、上級
者から初心者までが楽しめるスノーボー
ド同好会を今後も継続し、いつかは学生
会行事として、全校学生で出かけてみた
いものです。



月 日、粉雪が舞い散る薄暮れに、
この時期地域の方々の心を潤す、生徒会
と吹奏楽部によるクリスマス・イルミ
ネーションの点灯式が女子生徒の大歓声
の中で行われました。
それから新しい年を迎えて間もない
月、本校初めての試みである推薦入試に
より 名の生徒が合格。続く 月、 月
の一次、二次入試を経て、春の新たな息
吹きとともに 月 日、今年度 名の
新入生が入学式を迎えました。その中に

は、法官校長自ら訪れ姉妹校を結んだカ
ンボジアからの留学生、タン・チェン
ターさんの姿もありました。
本校に関心を持ってくれる中学生の為
に、という思いからカンボジアと縁がで
き、カンボジアの人々のために光星学院
が井戸を堀った。
そして今、一人の生徒を受け入れ生活、
文化の違いを乗り越え地球上に同じく生
きる者として、同じ高校生として一緒に
成長してほしい。地雷の中を命がけで登

校し学ぶカンボジアの生徒の姿から何か
を感じてほしい。法官校長の思いがここ
にある。昨年、北海道大学を筆頭に複数
の国公立大学に、そして青山学院、法政
といった有名私立大学に多くの合格者が
誕生しています。
創立から数えて 回目の入学式を終え、
名の生徒とともに平成 年度がス

タートしましたが、大きな飛躍へのエネ
ルギーと新たな幕開けの予感を感じたの
は私だけではないと思います。



平成 年 月 日 日。新潟で
行われた第 回全国高校選抜レスリ
ング大会個人戦において、 級佐
藤恵亮（工業技術コース 年・長者
中出身）と 級栗谷川寛（進学コー
ス 年・八戸第一中出身）の 名が
出場した。

級佐藤は、 月の東北大会前
に左手を骨折する最悪の状態。そん
な悪条件の中、執念を見せ全国の出
場権を勝ち取った。試合展開は終始、
佐藤のペースで流れたが、勝負所で

自滅による失点を重ねてしまう。明らか
に緊張していた。経験不足を痛感した内
容であった。 級栗谷川は、初めての
全国大会に果敢に挑んだが、力及ばず全
国の壁を思い知らされた。両選手とも初
戦敗退。全国で勝つための課題は山積み
ではあるが、これ以上負けたくない。全
てにおける基本の徹底こそが今すべきこ
とであると感じた。
全国選抜大会の団体戦に出場できない
のは、 年ぶりのことである。全国制覇
を目指し戦う県代表チームとしてではな
く、観客として見ている自分の姿に生徒
全員が唇を噛んだ。 夢を見・夢を追
い・夢を喰らう この言葉を胸に高校総
体では、必ずや王座奪還することを誓う。

去る 月、大阪で行われた弓道選抜大
会女子個人戦に、本校の北城幸子（福祉
コース 年・鮫中学校出身）が出場しま
した。本人はもちろん、監督の私自身も
初めての全国大会。 とにかく、こんな
チャンスは二度とないかもしれないから、
気負わずに楽しんで弓を引いてこよう。
と、少々不謹慎な目標を立て大会に臨み
ました。
しかし、全国の舞台は私たちに楽しむ
余裕を与えてくれませんでした。会場の
凛とした空気、気迫溢れる選手から放た
れるオーラ・・・。大きく、伸び伸びと、
からだ全部を使って。 監督席でそう祈
ることしかできない私でさえも緊張で体
が震えました。結果は 射 中。予選通
過の 中には届きませんでした。戻って

きた本人から出た言葉は、 頭が真っ白
になり、何が何だか分からないうちに終

れたと自分を褒められるような試合が出
来るよう、精進したいと思っています。

月 日、 日に日本武道館で試合が
行われました。 日目は個人戦でした。
初戦の相手は愛知県代表で、結果は始
まってすぐ払い腰で投げられましたが、
その後技有りを取り返し、逆転に成功し
ました。しかし、終盤に押さえ込まれて
しまい一本負けをしました。試合を通し、
柔道の完成度をもっと高めていく必要が
あると思いました。

日目は団体戦でした。初戦、広島県
代表の清水ヶ丘高校と対戦しました。先

鋒戦、途中押さえ込まれ有効が入り、最
後まで攻めましたが取り返すことができ
ず優勢負け。中堅戦は序盤に相手の内股
で投げられ一本負け。大将戦は払い腰で
技有りを取り優勢勝ち。結果、 対 で
敗れてしまいました。団体戦では初めて
の全国大会ということで会場の雰囲気に
のまれていました。これからは大きな大
会でも自分たちの力が全部出し切れるよ
うに稽古を頑張っていきたいと思います。
今年度は男女合わせて 名以上が入部

しました。そのお陰で今まで以上に稽古
ができるようになりました。今年度の県
大会では全て優勝し、全国大会でも勝て
るチームにしていきたいです。応援あり
がとうございました。

わってしまいました。負けて帰るの
は悔しいです。
初めて見せた悔しさでした。
今回の大会で得たことがたくさん
あります。また、課題も見つかりま
した。そのような貴重な経験ができ
たこと、そして、先生方、生徒のみ
なさんから温かい励ましをいただい
たことに心から感謝しています。
今後はどんな大会でも、後悔する
ことのない、負けても精一杯がんば



学校生活・生徒指導の根幹は体育から

という言葉通り、体育科への期待が年々

高まっている。そのため我々体育科では、

新しい試みに挑戦している。

新学期の始まりと共に、集団としての

迅速な行動の仕方や、正しい姿勢づくり

を徹底している。また、自分の体力を

要素で判定する新体力テストでは、自分

の体力がどの程度であるかだけではなく、

年間で体力レベルがどのように変化し

たかも記録している。系列校である八戸

大学人間健康学部の三本木氏を中心とし

たデーター考察を、高大連携の一環とし

て、本校の授業に取り入れた。

体育的行事の代表である スポーツ

フェスティバル では、競技力の向上は

元より、ルールに則り楽しく競技を実施

することに重点を置いている。秋の光星

祭では、授業で取り入れている広いジャ

ンルのダンスが披露されイベントを盛り

上げ、思い出深い行事になっている。

冬季には、長根リンクにおいて、 年

生対象のスケート授業を行っている。氷

都 八戸ならではの冬の授業であり、意

外にも、一度も経験のない生徒も多く、

皆が積極的に滑走していたのが印象的で

あった。その他にも、体育館の上の自慢

のマラソンコース（一周 ）を利用

した、 光星マラソン と題した 分間

歩くことなく自分のペースで走る持久走。

基本 応用、長縄跳びにわたるまで課題

をひとつひとつクリアする 縄跳び検定

など、明確な課題を与えて全クラス共通

理解のもとに行うよう工夫を凝らしてい

る。

生徒の精神的安定、ストレスの発散に

なればと 昼休みの体育館の開放 も体

育科職員で順次行っている。生涯スポー

ツや運動習慣のきっかけになればとも

思っている。以上のような様々な取り組

みを今後も継続して行っていくが、更に

時代のニーズにも対応した取り組みを続

けて行ければと考えている。

上体起こし

新体力テスト 長座体前屈 体育館 ランニングコースにて



ビジネス科・工業科の昨年度最後の取
り組みとして、企業訪問を実施した。生
徒は、学校では学べない社会勉強の機会
を得て、今後の学校生活にも大いに役立
つ体験をしたようだ。生徒たちの感想文
がそれを物語っている。

月 日、ビジネス科 、 年生（現
、 年生）で、 サン・コンピューター

と帆風八戸センターを訪問した。サン・
コンピューターでは建物内の見学をし、
各部屋に様々な目的や工夫があることを
知り、とても良い勉強になった。また、
社長さんのお話も大変興味深く、実社会
の厳しさを知り、普段の学校生活では学
ぶことのできない貴重な知識を得ること
ができた。帆風八戸センターでは、最新
の印刷技術を取り入れた絵画の展示を見
せてもらい、素晴らしさに驚いた。今回

の企業訪問を通して、
今後の進路決定につい
て高い意識を持つこと
ができたように思う。

訪問先のトヨタ小
野グループサービス
では、リアルな現場を
見ることができた。最
初に、車体修理の作業
場。壊れた車を修理し
ている姿はプロなんだ
と感じられ、自分もこ
の様に働ければいいな

大学進学を見据え、学力と人格の向上
を目指すことを目的とし昨年度発足した
スキルアップクラブ。現在部員は特別進
学コースの生徒のみであるが、コースと
は別の独立した一部活動である。
これまで、放課後の学習活動や市内企
業を訪問・見学する 地域研修 などに
取り組んでおり、ここでは最近の活動状
況等を報告したいと思う。
去る 月、八戸市国際交流員であるア
リサ・トビン氏を招き異文化共生につい
ての国際交流授業が行われた。英語での
自己紹介や、 日本を外国人にとって住
みよい国にするための政策 についての
ディスカッションを通して普段の授業で
は得られない刺激を受けたであろう。

また、昨年度は北海道大や山形大など
の国公立大をはじめ、青山学院大、法政

と思った。次の、塗装の作業場では、思っ
ていたより匂いがきつく、思わず鼻を
覆った人もいた。先生が“手で見る”と

原燃リサイクル施設を見学して、今
回学んだことは、エネルギーを作る難し
さだ。私たちの暮らしには電気が必要不
可欠だ。しかし日本は、電気を作るため
のエネルギー資源に乏しいため ％以上
を海外からの輸入に頼っている。そのた
め特に輸入依存度の高い石油の代替エネ
ルギーとして、原子力発電が約 割を占
めるようになった。その燃料であるウラ
ンには、核分裂しやすいものと、しにく
いものがあり、ウランは再利用できるこ
とを今回の見学で学んだ。

きるよう、担当職員が一致団結して活動
の活性化に臨んでいく所存である。

大、獨協大などの有
名私大合格者も多く
輩出し、特進のみな
らず、スキルアップ
クラブとしても今年
度へのはずみがつい
た形となった。
今年度は、豊かな
人間性を育むべく、
昨年以上に多種多様
な課外活動を取り入
れていく方向である。
一人でも多くの生徒
が希望進路を達成で

言ったのが印象に残っている。
その後も 事業の流れ通りに、
学校の勉強では学べない事を学
んだ気がする。この訪問の経験
を活かすためにも、国家試験に
合格し三級整備士になる事が目
標だ。高校生活も残り一年で就
職や進学などを考える時期にこ
の様な訪問ができ、本当に良い
経験だった。



 

春とはいえ、まだ肌寒い 月 日 、

本校体育館において 名の新入生を迎

えて平成 年度入学式が挙行された。入

学者数は前年度とほぼ同数であった。（前

年度入学者 名）。

系列ごとの入学者は、産業技術系列の

工業系が 名、オートメカニック系が

名、人間福祉系列が 名、教養進学系列

が 名の内訳であった。

入学式において、学校長は 学ぶ姿勢

や 目標を持つこと などを訓示し、新

たなスタートについた新入生の前途を祝

福した。

理事長から激励の訓示、野辺地町町長

から励ましの言葉を頂き、新入生の諸君

は期待と不安・緊張の表情で真剣に話を

聞いていた。

新入生を代表して飯田愛菜さん（小湊中

学校出身）が、校則を守り、良き生徒と

して努力することを誓って式は終了した。

尚、今年度も系列中心の クラスの編成

となった。



 

 

このほど、本校恒例のスキー教室がま

かど温泉スキー場で 月 日 に開催さ

れた。好天に恵まれ、良好のコンデショ

ンの中、 ・ 年生対象のスキー・ス

ノーボードの講習（午前）およびフリー

滑走（午後）が行われた。

実施に先立ち、教頭から （他県の人

から）青森県の人は当然スキーができる

だろうと言われる。しっかりスキーをマ

スターしましょう！ と激励の言葉があ

り、講習が開始された。のへじスキース

クールのインストラクター（講師）の指

導の下、基本の徹底と技術向上を目標に

半日講習を行なった。参加者は楽しく技

術講習に汗を流していた。

参加した生徒たちは 講師の人に基礎

を習って、できるようになった とか ス

キー教室があと一回くらいあればいいの

に など感想を述べていた。

来年も冬のスポーツに親しむ機会を増

やして、 雪国の人はスキーができる

と言われるようにしたいと担当者は述べ

ている。

このほど、人間福祉系列 年による

卒業演奏会 が開催された。この行事

は人間福祉系列恒例のもので、音楽レッ

スンの授業における 年間の成果を発表

するものである。

年生 名が自分の好きな曲を選び、

先生方、人間福祉系列の ・ 年生の前

で演奏するものである。曲目はクラシッ

クから ・ポップやアニメの曲まで幅広

い選曲であった。

演奏を終えた生徒の感想は、ほぼ全員

が 緊張した のオンパレードで、 前

日から緊張して、当日の演奏も焦りから

大変だった とてもいい経験をした な

ど、緊張と充実の一日を振り返っていた。

聴き手の後輩の感想も 一生懸命の演

奏に感動した 来年は自分の番だから

頑張る などたくさんの賛辞が聞かれた。

一生懸命さの伝わる演奏に、約 名の

聴き手の方も好印象を持って最後まで聞

き入っていた。



弥生 月、 ひな祭り会 が開かれ、
楽しいひとときを過ごした。特に今回は
プログラムに お琴の演奏会 が加わり、
子どもたちは、初めて見るお琴に目を輝

かせ、その美しい音色に聞き入った。
これまでの ひな祭り会 では、歌を

歌ったり、ひな祭りの由来を題材にした
劇を演じるなどして、伝統行事に親しん

できた。今回、生田流正派雅慶会を主宰
する、八戸市在住の久保雅慶先生のご厚
意で、お琴の演奏会が実現した。お琴の
素晴らしい生の演奏にふれ、 子どもた
ちの感性を、より豊かにする という、
日頃の願いが叶う機会をいただいた。
八戸市を中心に広く活動している生田
流正派雅慶会から、先生を初めとする
人の方々にお越し頂いた。童謡 うれし
いひなまつり や、おもちゃのチャチャ
チャ などを聞き、お琴の演奏に合わせ
て歌も歌うという、楽しく素晴らしいひ
とときを過ごした。また、演奏の後に体
験の時間を設けて下さった。子どもたち
はステージに上がり、雅慶先生やお弟子
さんのご指導で、お琴の演奏を初めて体
験し、大喜びだった。
これからも、素晴らしい生の演奏にふ
れる機会を、積極的につくっていきたい。

こどもの発達の中で、ある時期、顕著
に興味をもつ敏感期の一つに 言語 が
ある。今回の教室は、子どもが言語とよ
い出会いが出来るよう人的環境である大
人が発達段階を知っておく事により良い
形で援助する事に役立つのではという願
いを込めて開催した。
こどもの言語は、置かれた環境の中で
沢山の言葉を聞きながら言語を獲得する
と言われている。こどもは音節しか発音
しない時期を経て単語全体を発音するよ
うになり、ついにはあらゆる構文と文法

を使いこなす迄になる。教室では理論に
も触れ、更にお母さん達に実際にこども
役になってもらい教具教材を使って進め
た。見ているととても緊張している様子
が伺えお母さんたち自身も苦笑い。簡単
そうだと思っていたのと少し勝手が違う
ようだが真剣である。話し言葉から書き
言葉に移行する課程を実際に提供の経験
をしながら、教具教材の意味やそれらが
系統立っていることを理解したようだ。
そして、 いきなり難しいのを押しつけ
ていました もっと早い段階にこのこ

とを知りたかった 等の感想が聞かれた。
こどもの言語への道筋は生まれた時か
らゆっくりと進められている。最終的に
は自分の気持ちを伝えられるようになる
のである。知識よりも感じる事をしてい
るという事を大人は忘れてはいけない。
先走りするのでは無くこどもにあわせて
援助していく事が心の育ちに繋がってい
くのだという喜びを大事にしてほしいと
思っている。



幼児の生活は毎日が自分を表現するこ
と。
園生活の中で子どもたちの表現をみて
いると飽きることがありません。
文字も言葉も少ない幼児期に自分が見
たこと、思ったこと感動したことを様々
な表現を通して身近な人に伝えています。
私たちは、子どもたち一人ひとりと愛情
深く接しながら、子どもの表現の世界を
しっかり受け止め、一緒に共感しながら
自分を表すことの楽しさを知らせていき
たいと考えています。

月。入園後の子どもたちの中には

おかあさんに会いたい と自分の気持
ちを口に出したり涙を見せたり。新年度
の初めての保育参観日は、お母さん大好
きの思いを伝えるために、お母さんの顔
を描いてみました。さくらの花びらの中
にいる素敵なお母さん。お花を摘んでく
れたお母さん。子どもたちが思っている、
感じているが声にださない愛情が、まさ
に指導して担任教師への伝言となり、園
内に張り出されています。
この日は、母の日にちなんで、カーネー
ションアレンジメントをお母さんと一緒
に楽しみました。お母さん達の笑顔も素

敵ですね。
表現は多種多様です。絵に限らず、自
分のことを語ったり、友だちと一緒に
歌ったり踊ったり、作ったり。受け手で
ある私たちは保護者の皆さんと一緒に、
子どもの心をじっくり読み取れる包容力
を養うよう心がけながら、子どもたちの
しなやかな感性を伸ばしていきたいと
思っています。

びわの幼稚園では、 月 日 に始園式、
日 に入園式を挙行し、お蔭様をもち

まして、 年度も年少さん 名、年中さ
ん 名、年長さん 名の合計 名の園児
で教育活動をスタートしました。
本園では、約 ％ 名の園児がスクー

ルバスで登降園しており、約 ％ 名の
園児がご父兄に送迎され通園しておりま
す。
園では、 月、例年に無く寒い日が続
いたため、屋外での学習活動は少なく、
主に園内での活動が中心でしたが、園児

断歩道シートなどが準備され、子供に扮
したスタッフのボール遊びや、もし、車
の前に飛び出したら？などの演技を通し、
わかりやすく次の 項目について指導を
受けました。

特に、正しい横断歩道の渡り方につい
ては、 右見て 左見て また右見て
と園児たちは、パンダやトラの着ぐるみ
をまとったスタッフと手をつなぎ、安全
を確認しながら横断歩道を渡る体験学習
をしました。
最後に、 おうちに帰って、お父さん、

お母さんにも教えてください。 という
スタッフの掛け声に園児たちは大きな声
で はい と答えておりました。

の安全を願い、休日が続き、
暖かさも予想され、屋外に
出る機会も多くなるゴール
デンウィークを目前とする
月 日 に交通安全教室

を開催しました。
交通安全教室は毎年、ヤ
マト運輸株式会社さんのご
協力のもと実施しており、
今年も野辺地、横浜営業所
から合計 名のスタッフを
お迎えしました。
教室では宅配便のトラッ
ク模型、信号機の模型、横
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光星高校陸上部は、 年度（平成 年
度）新入生 名の新入部員を向かえ新たなス
タートを切った。写真は、種差海岸を颯爽と
トレーニングをする陸上部員である。


